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珪酸石灰は水稲に対する珪酸質肥料として現在我が国では一般的に使用されその肥効の
著しいことが認められているわ. この肥料は珪カノレ，珪酸スラグなどともいわれているも
ので，製鉄などの際のいわゆる鉱津を粉砕して製造される.我が国で肥料としての試験が
行われたのは昭和26年 (1951)頃めからで肥料取締法の公定規格にとり入れられたのが昭
和29年 (1954)のことである.
珪酸石灰肥料は相当量の有効な石灰や珪酸のほかにわずかの苦土あるいはマンガンなら
びにかなりの量のアルミナを含んでいる1).土壌の酸性を中和する作用は肥料用炭カノレよ
りもやや劣りその効果は緩慢であるが肥効は炭カルと同等ないし多少勝る傾向があるとい
われ，その原因は珪酸あるいは微量要素などの効果によると考えられている3)• 
我が国においてこれを肥料として使用するに至ったのは戦後入手した米固などの文献や
情報を参考とし，我が国におけ南従来からの研究結果を基礎にこれを発展させた成果で、あ
るといえる.欧米における鉱惇の使用は主として石灰質肥料としてであり， ドイツ国では
1937年頃からまた米国では1939年頃から広く〕般にその使用が奨励されてきたといわれて
いるの.
火山灰土壌に珪酸カリ溶液を加えて人工的に珪酸富化作用を行った場合には等電点 pH
の低下や有効燐酸の増大などに顕著な影響が認められているのめ.Hunter7)は炭酸石灰と
比較して珪酸石灰の方が作物の燐酸吸収を高めたと報告しており，またハワイにおいでは
第1表珪酸石灰肥料の組成(%)
僻¥成分|石川珪酸|苦土!マシガW
高 P鉱浮
電気銑鉱浮
マシガシ鉱浮
15 
鉄 アルミナ
12 -16 
2 -13 
4 -12 
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サトウキビの栽培試験で珪酸石灰が燐酸の可給性を高め生産量を増大したと報告されてい
る8)9)• 
しかし珪酸石灰肥料は一般に第1表のような組成めであって土壌に対する珪酸の反応は
緩やかであるほかかなりの量のアルミナ会合むので，畑土壌とくに燐酸欠乏土壌にこれを
施用する場合の効果について検討する必要があると考え以下の実験を行ったので報告する
実験方法
供試土擦は月山火山泥流を母材宇する!iJJ:植の少なu、埴土でその主要な化学的性質は木研
究第1報 No.1土壌10)として示した.すなわちこの土壌
は塩基に欠乏した燐酸吸収の著しく高い性質を有するとと !
がうかがわれる.• 
珪酸石灰肥料(以下これを珪カ/レという)は第2表のよ
うな保証成分を有する市販のものを使用した.なおこの肥
料の粒径は1.68mm全通， 0.15mm 50%通過の規格であ
るが本試料には 0.5mm以上のものを除いて用いた.
珪カノレと対比するため試薬珪酸石灰で規格一級(E.P.)の
第2表珪カルの保証
成分(%)
可 溶性珪般
アルカ y分
く溶性苦土
くi創生マシガシ
20.0 
40.0 
4.0 
1.0 
ものを供試した.その可溶性および、水溶性珪酸の量を珪カノレと比較し，また珪カノレを酸処
理したものについて:もあわせて表示すれば第3表のようである.酸処理は珪カノレのアルカ
リ分と当量あるいは 1/2当量の HCIまたは H2S04 それぞれ150mlを珪カノレ 5gに加え
約 300C で1時間振渥すること
によって行った.その伊減の珪
酸を定量してとれを水溶性珪酸
とし，また風乾したものについ
ては可溶性および水溶性珪酸を
肥料分析法16)によ って定量し
た.
第3表珪固定含量
また供試した炭酸石灰の規格
は試薬特級 (G.R，・)である.土
壌の燐酸吸収の測定は次のよう
試 料 ¥¥Si02% 
法カル未処理
珪カル当量 HCl未風l乾
i 珪カル当量 H2S04米風乾
珪カル当量 H2S04風乾
珪カル 1/2当量H2S04未風乾
珪カル 1/2当量H2S04風乾
珪酸石灰未処理
に行ヮた.風乾土(粒径0.5 注①可溶性;O.5N HCl可浴
可溶性
19.30 
0.30 
4.20 
2.10 
mm以下)5 gを100mlポリエ ②当 量:アルカリ分と当量の酸で中和
'f.，tノン容器にとり種々の量の珪
水溶性
0.03 
12.14 
13.21 
0.01 
8.24 
0.01 
0.82 
カノレ，珪酸石灰あるいは炭酸石灰と水 10mlとを加え24時間振盟後約 600Cでこれを風乾
し，さらにもう一回水 10ml添加振渥風乾を繰返した後水 20mlを加えて懸濁被の pHあ
測定した.この懸濁被に種々の量の燐酸 (KH2P04)溶液を加えて 1001111とし温度を 100C
あるいは300Cに保ち 2日間時々振渥して incub'ateした後pHを測定した.これを遠心分
離 '(10，000回転/分" 10分間)して得た上澄液について燐酸(P20S)の濃度を測定した.との
濃度から液中に残存する燐酸量を得，さきに加えた燐酸量と対比しでその差を求め，これ
を土壌が吸収じた燐酸量とじた.燐酸の定量はモリブデジ・ブノレー法11)によった.
土壌ゐ Ca型，.¥Al型燐酸の分別定量は関谷の方法12)に準じて行った.すなわち風乾土
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25 gに珪カノレまたは珪酸石灰500mgを添加し水30mlを加え24時間時々振還した後風乾
した・この土壊2.5gずつを とり P20Sそれぞれ37ム 62.5，100 mgを含むKH2P04溶液
50mlを施与し48時間約300Cで incubateした後， 40mlの水で5回洗搬したものについ
て分別定量を行った.
珪酸ソ{ダを土壌に加えた実験では風乾士5gに種々の量の Si02 を含む珪酸ソーダ水
溶液を加えて風乾した後，これを HClで pH5に調整し前記と同様に燐酸を加えてその
吸収量を測定した.なお予め珪酸ソーダ溶液を pH5に調整した後これを土壌に加える場
合についてもあわせて行った.
珪カノレを酸処理して土壌に加えた実験では種々の量の珪カ/レをとり，そのアノレカリ分と
当量の HC1または H2S04溶液10m1を加え24時間振混後これに風乾土 5gを加え，さ
らに24時間振麗したものを風乾した.これに水20m1を加えて懸濁被の pHを測定し前記
と同様に燐酸を施与してその吸収量を求めた.なお H2S04処理の場合には中和後これを
風乾した後土壌に加える場合についてもあわせて行った.
実験結果および考察
1.珪カルを加えた土壌の燐酸吸収
風乾土5gfと珪カノレそれぞれ0，30， 60 mgを添加して反応させたものに P20S それぞ
れ75，125， 200 mgを施与し水を加えて液量を 100m1とし約100Cで48時間 incubateし
た.土壌が吸収した P20Smgと平衡している液中の P20Smgとの関係および土壌に燐酸
液を加え 100m1としたと きの土壌懸濁液のpH値は第1国の通りである.
(P，Q. mg/5g soill 
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また同様に珪カノレの添加0，30， 701ng， P20Sの施与50，75， 125， 150， 175， 200 mg， 
incubateの混度約300Cで行った結果は第2図の如くである.
pH はおよそ 5.0~6.0 の範囲であって珪カノレ添加量の多いほど高く ， また燐酸施与量の
多いほど低い傾向を示す.燐酸施与量の少ない段階で珪カノレ添加区が比較的少ない燐酸吸
収を示すのは， pHの影響により A1活性が低下したことによるのかも知れない.しかし
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第2図珪カルの効果 (30.C)
これらの区は燐酸施与量を多くすれば高い燐酸吸収となる.
珪カノレOmg区と比較して珪カル少量 (30mg)，多量 (60ないし70mg)の各区ではいず
札も燐酸吸収抑制の効果を殆んど認めない・むしろ燐酸施与量の多い場合にかえって吸収
量を増大する結果を示す.低温 incubation(第1図)の Omg区にあっては吸収曲線が緩
やかで P205100 mgの平衡濃度で吸収はほぼ飽和にいたるが，珪カノレ添加区にあっては
さらに高い濃度まで吸収増加を続けるので処理区間の吸収量の差が著しい.これに対し高
温 incubation(第2図)のomg区においては燐酸施与量の増加に伴って殴収量も増加し
P205 130 mgの平衡濃度でも吸収の飽和を示さず，また各処理区の吸収曲線は相接近しそ
れらの傾きは類似する.すなわち土壌に珪カノレを添加しない場合はその燐酸吸収は温度の
影響を著しくうけ，高温度のものが低温度のものに比し著しく大きい値を示す?・しかし珪
カノレを添刻した場合は同温度処理区の吸収曲線開に大差が認められず温度に吟敏感で、なく
なる.この!ことは珪カノレの添加が土壌の燐酸吸収の mechanismに影響を与足る結果であ
ると推定さ;れるが今回はふれないでおく・
土壊によ1る燐酸吸収は燐酸イオンが土壌粒子と Iくにコロイド成分に吸着されあるいは
Ca， Al， Feなどの活性な成分と化学的に結合または沈殿することによる不溶化に基因す
ることは「般に認められている.とくに Alに対す!る燐酸の反応は珪酸とは一種の競合的
関係にあって， Allophaneに燐酸が結合すれば珪酸がこれから放出されるといわれる13)• 
それ故これと反対に Allophaneに予め珪酸を十分に添加し結合させておけば，これに燐
酸を施与しでも Allophane之燐酸との結合が抑制される可能性も期待されることにな
る.本供試土壌について Allophaneの存在を確認してはいないが，さきに示した化学的
諸性貨によ当てこれを AlloPharie的と称しでも差支えないと考える.したがってこの実
験で珪カル添加によって珪酸と土壌との反応が進行すれば土壌の燐酸吸収低下がおこるも
のと思われたのであるが，その結果はこの予想、に反しそのような股収低下を認めないばか
りか珪カル添加が土壌の燐酸吸収をかえって増大させることもあるこ左を示している.
!つぎに土壌中の燐酸形態のうち Ca型及び Al型を分別定量した結果を示せば第4表の
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第4表燐百世形態の比較 (1)
珪カル¥P施A与mg¥¥¥ 附形態
Ca-phosphate AI-phosphate 
比 lt 有無 mg/2.5 g soil mg/2.5 g soil 
32.5 1.4 1.00 8.04 1.00 
非民 添 力日 62.5 2.19 1.00 12.24 1.00 
100.。 2.69 1.00 14.4 1.00 
32.5 0.66 0.46 6.23 0.77 
J恭 力日 62.5 1.27 0.58 9.78 0.79 
100.0 1.97 0.73 12.14 0.84 
如くである.
Ca型の量は燐酸施与量の多少にかかわらず珪カノレ添加区が，対照、として添加区と同様
に行った珪カノレ無添加区よりも低い値を示す.しかし無添加区のi直に対する添加区の値は
燐酸施与量の増加に伴って，その割合が0.46から 0.73えと大きくなり添加区と無添加区と
の差は順次狭くなってくる.Al型においても Ca型と同様の傾向を示すが，この場合は
P20S 100 mg施与では添加区の値が無添加区のそれの 0.84となってかなり接近した値とな
る.なお{使吏用した珪カ/ルレはその粒径が微細なものばば、かりではないので
も燐酸を吸収し，その結果珪カル添加区においてはここに示した燐酸形態分別の枠外にあ
る土壌吸収燐酸分がかなり含まれているものと思われる.
以上の結果から土壌の燐酸吸収に対する珪カノレ添加の影響は次のように理解するのが適
あると考える.
燐酸施与によって土壌中に形成される燐酸の形態は予め珪カ/レを添加しておくことによ
って影響をうけるが，その様相は施与する燐酸の多少によって異なってくる.燐酸をかな
り多く施与した場合は珪カル中に含まれる Al成分や組大粒子による燐酸の吸収が著しく
なる.したがって第1及び第2図にみられるよ うに土壌が吸収した燐酸量は珪カノレ添加区
の方が無添加よりもむしろ高い値をとることになる.また燐酸少量施与の場合でも土壊が
吸収した燐酸量は珪カノレ添加区の方が無添加区よりも必ずしも低い値とはならないが，こ
の理由は土壌の燐酸吸収の低下に寄与する反応にかかわる珪酸の活性的性質が，珪カ/レ自
身の有する燐酸吸収を助長する性質と相殺した結果ではないかと思われる.すなわち前者
の珪酸の活性的強さが後者の燐酸吸収の強さに比べ相対的にみて低下していることに基因
すると考える.なお第2図に見られるように珪カノレの添加によ って pHは6あるいはそれ
以上にも上昇するこ とがある. そうなれば土壌 Alの活性は低下し，したがって Al型燐
酸が減少するこ とも当然であろう.
珪カノレの成績と対比するため珪カノレの代りに試薬炭酸石灰を添加した場合の結果は第3
図の如くである.実験は CaC03 の添加0，30， 60， 100 mg， PzOsの施与 75，125， 
200 mg， incubate温度 100Cとして行った.
CaC03 30， 60 mgの各添加区では無添加区と比較していずれも燐酸施与量の多少にか
かわらず常に低い燐酸吸収量である.pHの値を比較すると無添加区は5以下であるのに
対し両添加区はいずれも 6前後である.それ故これら両添加区が示す低い燐酸吸収量は土
壌の Al活性の低下によるものと考えられる.CaC03 100 mg 添加区にあっては無添加区
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よりも高い燐酸吸収量となり，無添加区との差は燐酸施与量の多いほど著しくなる傾向を
示す.その理由は Ca活性の増大による影響と恩われる.また炭酸石灰添加量多少の相互
間で比較すればその量が多くなるのに伴ない土壌の燐酸吸収量が増大する.すなわち炭酸
石灰添加においても珪カノレの場合と同様に土壌の燐酸吸収に与える影響は燐酸の施与量に
よってその様相が異なってくる.
2.珪酸石灰を加えた土嬢の燐酸吸収
さきに示したように土壌に珪カノレを添加しても土壌の燐酸吸収抑制にはあまり効果が得
られない結果となった.その理由は珪カノレ中の珪酸の活性的働きが十分ではないこと，あ
るいは珪カノレ中に含有される Al成分や粗大粒子などの影響によるものではないかと推論
した.これを確かめるため珪カノレの代りに珪酸石灰を，すなわちスラグの代りに試薬を添
加した土壌について燐酸吸収量を測定した結果を第4図に示す.実験は珪酸石灰の添加0，
30， 70， 100 mg， P2USの施与50，75， 125， 150， 175， 200 mg， incubate温度 300Cと
20 
10 
。1.-.. 50 100 15O・--J4.0
液中の燐酸量 (P，o. mg!lOOml) 
第3図炭酸石灰の効果 (10・c)
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して行った.
珪酸石灰の添加は明らかに土壊の燐酸!段収量の低下に寄与し添加量の多い順に吸収量を
低下させる.この低下はとく に添加量70l11g以上の場合に顕著である.すなわち珪酸石灰
は珪カノレとは異なり Alその他の不純物は殆んど無視して差支ないしその粒径も微細であ
り，また第3表に見られるようにその水溶性珪酸分は珪カノレに比べて著しく高いので，珪
酸石灰多量添加によって珪酸の働きが大きくあらわれることになったものと思われる.た
だし第3表に示したよう にいわゆる可溶性， すなわち肥料分析法16)に示されている O.5N
HCl可溶の珪酸分は珪カノレの方が珪酸石灰より も圧倒的にこれを多く含有する.このこと
から o.5NHCl可溶珪酸分を土壌に対する速効的反応成分と しては，この場合これを認め
ることが妥当であるとはいえないように思われる.
珪酸石灰添加土壌についてその燐酸形態を示せば第5表の如くである.実験は珪カノレの
場合と同様に行った.Ca型の量およびその推移は第4表における珪カノレと類似の傾向を
示すが，Al型についてはこれとややその様相を異にし珪カJレの場合よ りも一般に低い値
である.このことによっても珪カノレ添加の場合にはその中に含まれる Alが土壌の燐酸吸
収にかなり影響を与えているのではないかという考えが強くなる.
第5表燐酸 形 態の 比較 (2)
震喜重¥;詰mg¥ 燐j態 Ca-phosphat巴 Al-phosphate 
比 比mg/2.5 g soil mg/2.5 g soil 
32.5 1.44 1.00 8.04 1.00 
持!~ j添 力n 62.5 2.19 1.00 12.24 1.00 
100.0 2.69 1.00 14.4 1.00 
32.5 0.69 0.48 5.09 0.63 
添 カH 62.5 1.40 0.64 7.97 0.65 
100.0 1.87 0.70 10.83 0.75 
第4図の燐酸吸収曲線を第2図のそれと比較すると，一般に前者は後者に比べその傾き
が甚だ緩やかである. これら両図の曲線を数式によって比較するため Langl11uirの式
(三一=キ+士x)，Freundlich CT)式 (円 x士)，および指数曲線一般式(門e"')の各
々に実験数値の適用を試みたがその結果はいずれの場合も直線の図を示さなかった.しか
しy=-kf+Aの式町適用した場合は第2図の各区は曲線であるが第4図にあって
はほぼ直棋を示した.これらの結果を第5，第6図に示す.
ここで y=-kf十Aは
とする.
y 土壌が吸収した PzOsl11g 
x 土壌と平衡している被の PZ05mg 
K:土壌が吸収した燐酸の見かけの解離定数
A:土壌の最大燐酸吸収量
第5図の珪カノレ添加区は曲線で、あるが第6図の珪酸石灰添加区はほぼ直線を示す.これ
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らの図に見られる曲線は燐酸施与量が比較的少ないときに燐酸股収が急激に上昇するこ左
を意味する.このことは燐酸に対する Al活性が十分に抑えられていないことを示すもの
と推論される.すなわちこれらの図における曲線の傾きは土壌に結合した燐酸の見かりの
解離定数にあたり，土壌から燐酸が放出されることの難易さを表わすものである.これら
の曲線はそれぞれ X，Y両軸の交点を極とする極座標として二つ以上の直線によって構成
するように画くこともできる15).第5図珪カノレ 70mg区の曲線についてとくにこれを例
示すれば第7図の如くである.
第 7図の曲線Cは直線 a，bによって構成されるとみなすことができ直線aの傾きは直
線bの傾きのおよそ40倍に相当する.すなわち曲椋Cによ って表わされる反応は直線 a，
bにそれぞれ適合する両反応の組合せによって行われると理解される.このようにすれば
液の燐酸濃度が低い場合すなわち直線aによって支配される反応は，その高い場合すなわ
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第6図珪酸石灰効 果 の解析
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第7図 法カル効果解析 (勾
ち直線bによって支配される反応よりも土壌と燐酸との結合が甚だ強く土壌は容易には燐
酸を放出し得ないことが理解される.第5図において各曲線の傾きを比較すれば液の燐酸
減度が低い場合は Omg区<30mg区<70mg区の順に土壌と燐酸との結合が強固であ
り，濃度が高い場合はとれらの間に大差がないことが理解される.第6図においてはこの
実験の濃度範囲では30，70mgの両区はともに曲線を示さない.従って液の燐酸濃度の高
低によって土壌からの燐酸放出の難易性に差を認めない. しかしOmg区は第5図と同様
にややゆるやかな曲線を示している.
さらに土壌の燐酸吸収に対する珪酸の効果を明らかにするため珪酸ソーダ水溶液を加え
た土壌について燐酸の吸収を測定した.実験は Si02の添加0，10.26， 34.20，69.40， 
102，60 mg， P206の施与75，125， 200 mg， incubate rJul度 100Cとして行った.その結果
は第8図の如くである.
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第9図珪殻ソ{ダーの効果 (2)
また珪酸ソーダを予め HClで pH5に調整した後これを土壌に加えた場合は第9図の
如くである.この場合の実験は Si02の添加20，40， 60 mg， P20Sの施与75，125， 200 
mg， illcubate温度30.Cで、行った.
いずれの場合も珪酸の添加はその量の多いものほど土壌の燐酸吸収を著しく低下させ，燐
酸施与量の多少にかかわらずその効果は顕著にあらわれる.なお pH値は燐酸を施与し
2日間 illcubateした後の土壌懸濁披についてのものである.その値は各区とも pH5よ
り若干低下はしたが処理区聞に大差は認められない.
3.珪カルを酸処理して加えた土壌の燐酸吸収
珪カノレ中に含まれる珪酸の活性度を高める目的で珪カノレのアノレカリ分を予め酸で中和し
たものについて土壌の燐酸吸収に対する効果の有無を検討した.
HCIで中和した珪カノレの添加は 10，20， 40 mg， P20Sの施与は 75，125， 200 mg， 
illcubate視度は 30.Cとして実験を行い第10図に示すような結果を得た.なお対照として
珪カノレ無添加区をも設けた.
珪カノレを土壌に添加する前に予め HCIで処理した場合の燐酸吸収抑制の効果は明らか
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であってとくに珪カル40mg区が10，20 mgの両区よりも著しく大きい効果を示すこと
が認められる.すなわちこれによって土壌に対する珪酸活性を高めるための珪カノレの酸処
理はその効果が極めて大きいことがわかる.しかし珪カノレのアルカリ分を中和す るのに
H2SO.を用いた場合には燐酸殴収抑制の効果は HCI中和の場合のようにはあらわれな
い.HCIの場合と同様に当量 H2S04で中和し未風乾のまま土壌に添加した場合を第11図
に， 1/2当量H2S04で中和した場合を第四図に示す.すなわち第11図では明らかに珪カノレ
添加による負の効果が認められ燐酸吸収の増大をきたす.そして pHは珪カル添加によっ
て低下の傾向となる.第12図にあっては珪カル添加による影響は第11図におけるほど著
しくはなく，また処理区間の pHの値にもあまり大きな差を認めない.珪カノレを当量
H2SO.で中和して風乾した後，土壌に添加した場合の結果を第13図に示す.この場合にも
未風乾の場合と同様にその効果は負であるが第11図と比較して P206200mg区における
燐敵吸収はやや抑制されているようにうかがわれる.
司ー カノレを九S04で中和しとれを土壌に添加した場合は燐酸殴収の抑制とはならないで
かえってこれが助長され負の効果を示す.第3表に見られる如く H2S04 で中和の場合も
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第13図酸処理珪カルの効果 (4)
米風乾では HCl処理の場合と同様にその水溶性珪離合量は珪酸石灰未処理のものに比べ
はるかに高い値である.それにもかかわらず前者にあって燐酸吸収の抑制には効果が認
められない.これは土壌 pH値との関係で解明されるのではないかと考える.すなわち
H2S04処理珪カノレの添加によって土壌pHは5以下へと低下し無添加のものよりもかな
り低い値となる，これに対し HCl処理珪カノレ添加の場合は何れも pH5以上にとどまる.
このような pHの値の相違は当然土壌の Al活性に対する影響においても異なり，前者に
あっては Al活性の増大によって‘添加された珪酸の働きが減殺されその効果が阻止される
だけでなくかえって燐酸吸収を助長する結果になったものと推察する.1/2当量H2S04処
理米風乾のものにあっては水溶性珪酸含量は比較的少ないが，土壌に対する pH低下の影
響が当量 H2S04処理のものほど大きくはないので燐酸殴収抑制に対する負の効果は後者
ほど著しくない.また当量 H2S04処理でこれを風乾した後土壌に添加した場合には水溶
性珪酸含量は極めて少ないが，pH低下の働きが未風乾のままで土壌に添加したものほど
著しくないので燐酸吸収の様相は比較的おだやかなように思われる.
珪カノレを酸処理して土壌に添加しこれによって燐酸吸収抑制効果を一層高めることは可
能のようではあるが，なお酸処理の方法や条件，ならびに目的とする土壌の性質の検討な
どについて今後の研究を必要とする.
摘 要
火山灰土壌に対する珪酸石灰の施用が土壌の燐酸吸収にどのような影響を与えるかを明
らかにするための実験を行い次の結果を得た.
1.肥料用珪酸石灰すなわち鉱博粉末(珪カノレ)を30~70mg/5 g soi1で土壌に添加しで
も土壌の燐酸吸収を抑制する効果はあまりない.この場合高濃度の燐酸で incubate
すればかえって吸収を増大する.
2.試薬珪酸石灰(規格1級 CaSiOa粉末)を土壌に添加した場合は 30mg/5 g soi1で
も明らかに燐酸吸収を低下させ70mg/5 g soi1では一層著しい吸収抑制効果が見られ
る.
3.珪カルを予め HClで中和して土壌に添加すれば試薬珪酸石灰に匹敵する効果を示
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すが H2S04処理のものを添加しては燐酸吸収低下の効果は認められない.
4.試薬珪酸石灰添加の土壌は無添加のものに比較しCa型， Al型両燐酸の割合が低
い. しかし珪カノレ添加の場合は Ca型は珪酸石灰の場合に類似するがAl型はその割
合がこれよりも高い.
5.珪カノレを土壌に添加して炭カノレ以上に土壌燐酸の有効性を高めるためにはその施用
方法についてさらに検討する必要がある.
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Summary 
How the phosphate adsorption in soi1 changes by Ca-silicate applying to 
ash soi1 was tested and learned as follows : 
1. 1n case ferti1izer Ca-silicate or blast furnace slag powder was applied to 
soi1 at 30~70 mg/5 g soi1， it was not so e紅白tivein restraining phosphate 
in soi1. On the contrary the degree of adsorption was raised as 
by concentrated phosphate. 
2. On the other hand， incase reagel1t Ca-si1icate (E. P. grade CaSi03 powder) 
applied， the degree of phosphate adsorption c1early dropped at 30 mg/5 g soi1. 
more it showed a rel11arkable decline at 70 l11g/5 g soi1. 
3. As slag was treated with acid HCl and applied without drying， ittook 
equal effect with the case of CaSi03• COl1trary to that， such effect was 110t 
il1 case of applying H2S04 treated slag. 
4. The application of CaSi03 to the soi1 reduced the ratio of both Ca-al1d 
il1 adsorbed phosphate as cOl11pared with the case of no application. 
27 
28 山形大学紀要 (農学)第8巻第1号
But the application of slag increased the ratio of Al-phosphate as compared with 
the application of CaSi03・
5. There ne巴dsa further examination about the way of application to raise 
the availability of soi1 phosphate more by applying slag than in the case of 
applying Ca-carbonate. 
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